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＜外来情報＞

・和田　佳宏様～本人様より『元気がない』と話があり、いつもよりはテンションが低い様子伺える。レボトミン（25）２Ｔ→レボトミン（5）6Ｔへ減量し経過観察する事としている。父様へ減量しテンションが上がり過ぎる様なら早めに受診するように伝えている。

＜センター新患情報＞

7月7日（月）

馬場　イシ様(88歳)女性
現在、八戸市にて単身生活をしている。若い頃から両肩が上がらなかったようだが、詳細は不明。H21年に夫が死去。その後、自宅に閉じこもりがちになり、体力が低下していた。膝の痛み出現し、H23年頃、なかざわ整形外科を受診し、変形性膝関節症と診断された。また、元々糖尿病治療の為、中園クリニックへ通院していたが、視力低下が著しく、H25年に八戸市立市民病院を受診し、視力低下は糖尿病が原因であると説明を受けていた。白内障と診断され、H25年に片眼を手術していた。徐々にADLが低下し、自宅内で這って移動するようになったが、H26年に入り、起き上がりが困難になり、座位保持も難しく、日中の殆どをベッド上で過ごしていた。水分の飲み込みが悪く、ゼリー状のものを摂取していた。デイサービスの利用を検討していたが、本人は自宅にいたい(施設入所も拒否)思いが強く、訪問リハ(現在は利用していない)、訪問入浴(2回/週)、ヘルパー(2回/日)を利用していた。記憶障害、見当識障害が認められ、以前はヘルパーを声で認識する事ができていたが、現在は「ヘルパーが入ると物(米､お金)を持っていかれる」「訴えないといけない」と話す事があり、家中を這って探し回り物が散乱している事があった。また、ヘルパーが家族に不幸事があったと話をした時に、自分の話だと考え「夫が亡くなった。娘が教えてくれない」と被害的に訴える事や、自宅2階に誰もいないが「2階に泊まっている」と話す事があった。現在はトイレへの移動が困難で、1日2回のヘルパーでオムツを交換してもらっている。皮膚状態が悪く、仙骨部の湿疹が度々出る事があった。食事は頭を下げて下を見るような体勢で食事をとっていた。近所に住む姪が次女より現金を預かり、定期的に本人に渡している状態。上記状態が持続し、物盗られ妄想に対する薬物治療を希望され、相談に至る。

　

7月8日（火）

八木橋　タカ様（85歳）女性

　長女と長女夫と同居していたが、現在メディカルコート八戸西病院へ入院中。5～6年前から三叉神経痛の為労災病院へ、同時期から高血圧症で船越内科医院へ定期的に通院していた。それ以外は特に身体的な不調はなく、身の回りの事や食事の支度を問題なく行っていた。H26年4月25日、くも膜下出血で日赤を受診、5月7日に手術を受ける。手術前までは自身の誕生日を覚えていたが、手術後より誕生日を覚えておらず、記憶障害、見当識障害が出現していた。6月2日リハビリテーション目的でメディカルコート八戸西病院へ転院。目立った麻痺はなく、筋力低下がある為、一般病棟でのリハビリテーションを行っているが、認知機能の低下、落ち着きのなさ、介助への拒否、暴力行為等があり、コントミン注射や服薬、身体抑制などで対応している。本人に病識はなく、手術している事も覚えていない為、何の為に入院しているか分からない様子。身体拘束をされている事に怒っていて、長女が説明すると「お前もグルになっている」と怒るとの事。本人の歩行状態が不安定で、認知機能も低下し、落ち着きのなさ等がある事から、自宅で受け入れる事が困難である為、メディカルコート八戸西病院相談員と長女より当センターへ受診相談があり、入院による専門治療を希望している。

